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　玉井1）及び今野2）等の成績よりしても，’Cho】i－
nesterase（以下ChEとlllltす）特異性と基質濃度は
確然たる差異のあるところである。凹凹人聞，牡
牛及び白鼠の心筋ChEの特異性についての報告
は多いが，犬心臓ChEについては未だその報告
に二接していなV・。
　第1報におい’てはChEの測定法及び酵素抽出
等について報告したが，本報では犬心筋ChEの
特異性を知り，至適の條件を求めるために実験し
たので報一告する。
　　　　　　　　　実験方法
　今回はAhmon氏法のみで行った。
　1）基質濃度変化によるChE活性度；　側圧計の主室
に酵素液4．O　cc（組織0．1　g当り抽出），側室に塩化Ach－
Ringer氏液1．O　cc（実瞼目的1こよりAch：量を変える〉を
入れ，その他は第1報に準じて行った。
　2）pH変化によるChE活性度：　側圧計の主室に酵
i素液2．O　cc（組織0．1g当り抽出），側室に塩化Ach－Ringer
氏液0ユcc（0。075　M）を入れた。
　媒体pH　i罰節のためには，0．025　Mの重：曹を含むRinger
氏液につき，Hasselbalch式よりpH値を求めた玉井】）の
成績の表に從つた夕トは第1報に準じて行った。
　　　　　　　　　実験成績
　1）基質濃度変化による滑性度：　Fig．1の如く，基
質濃度活性度曲線は，基質濃度大なる程活性度は大となつ
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Fig．　1　The　relation　between　substrate　and
　　　　　enzyme　concentration．
（Represented　ChE　activity　in　O．025　M　as　100％）
一N本論文の要旨は，昭和25年12月，策1回日本生理学
　会北海道：地方・会及び昭和26・年2月北海道医学会第110
　回例・会で発表した。
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ているが，0．025M以上では左程速度は変化しない。今野2）
に從い比活’性度lRA（o．025　MにおけるChEl直／0．oo25　Mに
於けるChE値〉を求めるとし8となった。
　2）pH　i変化による活性度：　　Fig．2の如く，至適pH
は7．4～8．0となった。
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Fig．　Z　pH－activity　curve．
総括並びに考按
X．O　8．4
　從來ChEの名称は，皿endel等3）は特異的ChE（true
ChE）　と非特異的　ChE　（pseudo　ChE）とに分け，　Nach－
mansohn等4）は赤血球及び示・1軽組wa・pliのChEをspecific
ChEと呼び，それ以外のChEをすべてnon－specifi¢　ChE
と呼んでいる。Zeller等5）は現在のところspecific　ChE
はChEと）・うより寧ろaeetyl　cholinesteraseと考えら
れると逃べ最近：では，Nachnansohn6）は，　specific　ChEを
acetyl　cholines七erase　と，　non－speeific　ChE　を輩に
cholines七eraseと呼んでいる。
　以上の如く研究者によりいろいろの名称が称えられてい
るが，われわれは，現在慣用されている特異的ChE及び
非特異的ChEなる名称を使用する。
　1）至滴基質濃度：　われわれの成績は0．025　Mが至
適であった。
　至漉基質濃度に関しては多くの入の実瞼があり，また綜
説7）も発表されている。
　特異的ChEについては，　Alles　and　Hawess♪による
と，入赤血球は食塩濃度O．034％の時に基質濃度0．006M，
食塩濃度0．85％の時に0．015　Mが董適であり，また
Nachmansohn4）はO．01　M，玉井1）は生理的食塩濃度で
0．0025Mが至適なることを報じている。
　非特異的ChEについては，　Alles　and　Hawes8）は，食
塩濃度の変化により活性度に著しい影響を受けず，基質濃
度の大になるにつれて活性度力｛増大するという。Easson
＆Stedman9》は，入血清に凝・て0．055　Mが，玉井1）は，
0．025Mが至漉なることを報じ，　CharleS等lo）は，白鼠血
清においてO．OOI　MよりO．01　Mに彊い活性度を見ている。
　何れにしても盗研究者により特異的ChEは基質が過剰
になると活性度は低下し，非特異的ChEは基質濃度が大
となるにつれて活性度の増すことは一致した所見である。
　今野2）は，玉井1）の血液における特異性と基質濃度とに
関する成績を一般組織のChEに発展させ，比活性度（RA）
を求めてRAと特異性を論じ，　RAが1より大なるものは
非特異的CbEを多く含み，1より小なるものは特異的CbE
を多く含む組織なることを報告した。われわれの成績を見
るに，今野によるRAをとると1．8であり，これは非特異
的ChEを多．く含む組織なることを謹明するものであり，
また基質濃度活性度曲線の傾向は，玉井の入血清（非讐異
的GhE）の成績と一致した。
　2）至適pH　l　われわれの成績はpH　7．4～8．0カ1至1直
であった。 至漉pHについても多くの先人の業績及び山
詞が獲表：されている。
　特異的ChEについて，　Glickli）は血球がpH：の変化に
対し余り影響されカ：いことを報じ，Alles＆Hawes8）は
赤血球がpH　7．5～8．0，玉非DはpH　7．2’v　7．4が至適なる
ことを報じている。
　非特異的ChEについて，血清ではGlickl】）はpH　S、0，
Easson　and　Stedman9）はpH　8．4～8．5，玉井1）はpH
7．4～7，8がそれぞれ至適であるという。玉井1）は両型の
ChEがpH　7．4を境にして同然た．る差を示し；特異的ChE
を含む血球では，pH　7、4以上で活性度の低下は甚しいが，
非特異的ρhEを含む血清ではpH　8．0以上でも低下は僅少
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なことを報じている。われわれの戌績は玉井の成績と一致
した。
　從來心臓ChEの特異性については，犬についての報告に
接しないが，Ord＆Thompsoni：’）は，白鼠の心臓CbEは心
房，心室ともに非特異的ChEなること，　Langemani3）は
入間のそれは両型のChEを含むこと，　Nachmansohn＆
Rothenberg4）は牡牛・巳・臓が特異的ChEなることを報じ
ている。このNachmansohn等4）の成績は，　Mende1等3）
によれば，牡牛の組．織は非特…異的ChEを含有しないとい
っているので，從來知られている如く，犬の組織は両型の
ChEを含むからiちにそれらの結果と比較は斑來ない。
玉井及び今斑の成績と比較したわれわれの成績からみれ
ば，犬の心臓は非特異的ChEを多く含む組織のようであ
るが，これの決定は，各種の基質及びCbE阻止剤による
影響等；よりからも爲されなければならぬと思われる。目下
試藥が入手1五｛來ないので，それを行うことは出山なかった。
最近；Thompson，　Whittaker等7）｛1によれば，両型ChE
の生理的差異は最早分けられないと述べている。しかし血
清，肝等には非特異的ChEが多く，傳導に関係ある組織
は特異的ChEが多い事実からして，或種の例外を除いて
は両型ChEの機能的分布からも，また今野等14）のいう両
ChEの構造上及び酵素化学上の種々の差異からしても或
る程度の機能的役割に差異を認めた方が餐常であろうと考
える。特に心職に関しては，殆んど筋肉器・官であり乍ら，
骨格筋と異なり非特異的ChEが多いことは，心筋fl　s一独り
自働的牧縮を営むこと，Burni5）のいうIocal　hormonと
してAchが大いに関與することを合せ考えて意味あるこ
といわれねばならぬであろう。かかるAGhの演ずる役
割が，Burnのいうcholine　acetylaseにのみに止まらず’，
ChEの反作用と相侯って心筋のAch代謝が正常の機能を
営ましむるものであることは論を要せぬことであろう。何
れにしてもかかる考察のもとに今後前述の測定條件に基い
て種々の心燃藥の作用を槍明せんとするものである。
結 論
　1）犬の心臓ChEは基質濃度0．025　M，　pH　．7．4
～8．0が至適である。
　2）犬の心臓は，非特異的ChEを多く含む紐
織のようである。　　、
　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　（！1召禾「129．3．18受付噂）
Summary
　　The　authors　studied　on　the　specificity　of　cholinesterase　and　the　optimal　conditions　to
determine　its　enzymatic　activity　in　the　dog　cardiac　muscle　by　Am皿on’s　method．
　　The　results　were　as　follows：
　　1）　The　optimal　substrate－concentration　was　found　in　O・025　M　acetylcholine　and　the
pH－optimum　at　7．4－8．0　respectively．
　　2）　It　was　found　that　there　was　a　predo皿inant，　non－specific　cholinesterase　in　the　dog
cardiac　muscle．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　Mar．　18，　1954）
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